
令和７年度政務活動費会計報告

会派名簿※�

令
和
7
年
度
の
各
会
派
に
所
属
し
て
い
た
議
員
名
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※�

会
派
の
名
称
欄
中
、
無
会
派
欄
に
記
載
の
会
派
名
は
、
議
会

運
営
上
の
交
渉
会
派
を
結
成
し
て
い
な
い
議
員
が
、
政
務
活

動
費
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
届
け
出
た
会
派
名
で
す
。

会　派　の　名　称 所　属　議　員

志 政 あ や せ 古市　　正　　　　武藤　俊宏　　　齊藤　慶吾　　　金江　大志
石井　麻理　　　　笠間　功治　　　古郡　敏正　

公 明 党 三谷　小鶴　　　　内山　恵子　　　天笠　哲史　　　野田　広吉

あ や せ 未 来 会 議 安藤多惠子　　　　畑井　陽子

日 本 共 産 党 あ や せ 上田　博之　　　　福田久美子

無
会
派

住み良い綾瀬をつくる会 越川　好昭

リ ベ ラ ル あ や せ 岡　　德行

参政党あやせ市民に伝える会 成田　龍二
（令和８年３月３1日現在）

志政あやせ 公明党 あやせ�
未来会議

日本共産党�
あやせ

住み良い綾瀬を
つくる会

リベラル�
あやせ

参政党あやせ�
市民に伝える会

交  付  額 1,050,000 600,000 ３00,000 ３00,000 150,000 150,000 150,000 

調査研究費 745,592 18３,5３1 0 21,45３ 0 0 0 

研　修　費 0 12３,704 ３78,260 101,208 75,112 0 0 

広　報　費 158,３66 0 0 116,725 148,177 101,178 1３5,748 

広　聴　費 0 0 0 2３,３60 0 0 0 

資料作成費 144,462 7３,942 600 18,070 0 ３00 7,162 

資料購入費 2,090 146,240 1,100 20,449 0 ３9,120 7,３56 

支出合計 1,050,510 527,417 ３79,960 ３01,265 22３,289 140,598 150,266 

残　額 
（市へ返戻） 0 72,58３ 0 0 0 9,402 0 

項目
会派名

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
と 

対
象
外
世
帯
に
対
す
る
支
援
を

地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
へ

熱
中
症
対
策
を
支
援
し
な
い
か

令和7年度
政務活動費
会計報告

地方自治法及び綾瀬市議会政務活動費の交付に関する条例
に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するために必要
な経費の一部として、各会派に対して所属議員１人当たり月
額12,500円の政務活動費を交付しています。
令和7年度における各会派の支出状況は表のとおりです。
なお、対象となる経費の範囲などは市ホームページをご覧い
ただくか、議会事務局に問い合わせてください。

●
給
食
費
無
償
化
か
ら
取
り
残
さ

れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
は

Ｑ
　
厚
木
市
の
学
校
給
食
費
相

当
額
給
付
金
の
よ
う
に
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
長
期
欠
席
な
ど
で
給
食
を

喫
食
し
な
い
子
ど
も
の
保
護
者
に

対
し
、
支
援
を
し
な
い
か
。

Ａ
　
現
在
、
支
援
を
行
う
予
定

は
な
い
が
、
非
喫
食
者
の
取
り
扱

い
に
対
し
標
準
的
な
判
断
基
準
を

示
す
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ
　
国
の
動
向
に
か
か
わ
ら

ず
、
令
和
９
年
度
か
ら
中
学
校
給

食
費
無
償
化
を
実
施
し
な
い
か
。

Ａ
　
地
方
自
治
体
の
み
の
財
源

で
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
制
度
の

拡
充
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ
　
自
校
式
炊
飯
の
場
合
、
食

材
費
が
１
食
約
47
円
安
く
な
る

が
、
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

Ａ
　
光
熱
水
費
や
人
員
配
置
な

ど
多
く
の
課
題
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

●
在
日
米
軍
の
イ
ラ
ン
出
撃
へ
の

見
解
と
市
内
企
業
へ
の
影
響
は

Ｑ
　
厚
木
基
地
の
部
隊
も
含
め

た
在
日
米
軍
の
イ
ラ
ン
へ
の
出
撃

を
、
政
府
は
「
単
な
る
移
動
」
と

言
い
、
日
米
間
の
事
前
協
議
は
不

要
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
れ
は
詭

弁
と
考
え
る
が
、
市
長
の
政
治
家

と
し
て
の
見
解
は
。

Ａ
　
政
府
答
弁
を
評
価
で
き
る

立
場
に
な
く
、
外
交
・
安
全
保
障

は
国
の
専
管
事
項
の
た
め
、
答
え

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ
　
資
材
不
足
の
影
響
を
受
け

る
市
内
企
業
を
支
援
し
な
い
か
。

Ａ
　
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
あ
や
せ
　
上
田
　
博
之

●
労
働
災
害
を
予
防
で
き
る
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
市
内
事
業
者
に
向
け
た
熱

中
症
対
策
の
周
知
方
法
は
。
ま

た
、
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
事

業
者
を
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
あ
や
せ
工
場
ス
マ
ー
ト
ナ

ビ
を
活
用
し
、
チ
ラ
シ
を
掲
載
す

る
な
ど
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
調
査
な
ど
は
し
て
お
ら
ず
、

事
業
者
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ
　
市
内
事
業
者
に
対
し
熱
中

症
対
策
の
支
援
を
考
え
な
い
か
。

Ａ
　
熱
中
症
対
策
は
事
業
者
の

責
任
で
実
施
す
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
た
め
、
支
援
は
考
え
て
い

な
い
。
対
策
の
好
事
例
を
情
報
共

有
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
含
め
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
介
護
人
材
の
確
保
や
育
成
へ
の

支
援
に
つ
い
て

Ｑ
　
介
護
人
材
確
保
の
取
り
組

み
に
お
け
る
課
題
は
。
ま
た
、
人

材
の
確
保
と
育
成
を
両
輪
で
実
施

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
就
職
と
定
着
に
向
け
た
一

体
的
な
支
援
を
進
め
て
い
る
が
、

未
経
験
者
の
就
職
に
対
す
る
心
理

的
ハ
ー
ド
ル
が
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
職
場
で
の
人
材
育
成
な
ど
が

日
本
共
産
党
あ
や
せ
　
福
田
久
美
子

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
人
材
確

保
策
を
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
位

置
付
け
て
い
く
。

Ｑ
　
市
独
自
で
介
護
職
の
魅
力

や
情
報
を
発
信
し
な
い
か
。

Ａ
　
介
護
事
業
所
で
働
く
方
々

の
生
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
実

施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

（単位：円）
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